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なんぶ議会だより　第 56号 ２なんぶ議会だより　第 56号３

一般会計 10人賛成 ３人反対平成29年度
決　算

９月定例議会報告

29年度一般会計決算の認定採決結果（〇賛成 ×反対）

　平成30年度9月定例議会が、9月6日から9月26日まで21日間の会期で開
催されました。平成29年度の一般会計・特別会計の決算をはじめ、平成30
年度の一般会計補正など19議案が審議され、すべて認定・可決されまし
た。3件の発議案では、1件が採択され、2件が不採択となりました。

９月定例議会

反
対

①
非
常
勤
の
職
員
を
正
職
員
化
し
て
い
な
い
の
で
反

　対
す
る
。

②
複
合
施
設
の
建
設
に
多
額
の
建
設
費
用
が
掛
か
る

　試
算
が
あ
り
現
在
の
建
物
を
増
改
築
し
て
工
事
費

　を
少
な
く
抑
え
た
設
計
で
計
画
す
る
べ
き
で
反
対

　で
あ
る
。
ま
た
、
今
あ
る
図
書
館
を
建
て
直
す
こ

　と
も
反
対
で
あ
る
。

③
子
育
て
支
援
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
反
対
す

　る
。

④
西
伯
病
院
会
計
に
県
の
利
子
補
給
補
助
と
同
額
を

　一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
て
い
な
い
か
ら
反
対

　で
あ
る
。

賛
成

　確
か
に
予
算
執
行
率
が
低
い
事
業
も
あ
っ
た
が
、

全
体
的
に
は
執
行
率
は
高
く
職
員
の
頑
張
り
が
あ
ら

わ
れ
た
決
算
と
判
断
で
き
る
。

①
職
員
の
正
職
員
化
は
年
次
計
画
的
に
行
っ
て
い
る

　の
で
賛
成
す
る
。

②
複
合
施
設
に
つ
い
て
は
、
29
年
度
は
パ
ブ
リ
ッ
ク

　コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
全
体
計
画
を
策
定
し
た
予

　算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

③
小
中
学
校
の
空
調
シ
ス
テ
ム
整
備
は
、
事
業
を
評

　価
す
る
声
が
大
変
多
い
事
業
で
あ
っ
た
。

④
地
域
バ
ス
対
策
事
業
、
公
共
交
通
検
討
事
業
は
、

　住
民
に
と
っ
て
バ
ス
の
利
便
性
を
ど
う
上
げ
て
い

　く
の
か
の
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
た
良
い
事
業
で

　あ
る
。

討 

論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○○○

×

平成29年度一般会計歳入歳出の認定

会計名／議員名（議席番号順）

で認定

分担金及び負担金
108,125千円
1.5% 繰越金

167,299千円
2.3%

諸収入
97,983千円
1.4%

繰入金
413,453千円
5.8%

繰入金
413,453千円
5.8%

使用料及び手数料、
財産収入、寄付金
121,757千円
1.7%地方交付税

3,376,094千円
47.3%

国庫支出金
573,192千円
8.0%

県支出金
538,062千円
7.5%

県支出金
538,062千円
7.5%

町債
476,800千円
6.7%

地方消費税等各種交付金
277,628千円
3.9%

歳入  71億3,461万円

町税
984,220千円
13.8%

議会費
84,049千円
1.2%

総務費
1,296,307千円
18.6%

民生費
2,047,282千円
29.4%

衛生費
966,228千円
13.9%農林水産業費

509,836千円
7.3%

商工費
31,941千円
0.5%

土木費
374,334千円
5.4%

土木費
374,334千円
5.4%

消防費
42,629千円
0.6%

教育費
760,091千円
10.9%

災害復旧費
43,804千円
0.6%

公債費
799,113千円
11.5%

歳入

歳出
（目的別）

（前年対比２億7,860万円増）

歳出  69億5,561万円
（前年対比２億6,690万円増）

●サテライト拠点施設整備事業（賀野地区）
●介護保険対策事業　　　　　　　　　　   
●水道統合事業出資金（新規事業）      　
●がんばる農家プラン事業　                  
●東西町公園整備事業　　　　　　　　　　　　
●防火水槽新設事業　　　　　　　　　　　　　 
●小中学校空調整備事業（新規事業）      
●林業施設災害復旧事業　　　　　　　　　    

●公共施設整備基金
　東西町公園整備事業
　小中学校空調システム更新事業              
●地域振興基金
　水道統合事業出資金　　　　　          
●さくら基金
　観光資源等魅力向上事業・子どもの育成推進事業
　高校生サークル国際交流事業　　　　　       

………………7,128万円
………………………………………2億186万円

……………………1億1,522万円
…………………………………2,275万円

………………………………………4,066万円
……………………………………………848万円

…………………2億3,253万円
……………………………………3,262万円

主な事業

基金を活用した事業

………………………………………4,066万円
…………………………8,000万円

…………………………………1億1,522万円

………………………………275万円

えんがーの富有えんがーの富有

がんばる農家プラン事業がんばる農家プラン事業東西町運動公園東西町運動公園小中学校エアコン整備小中学校エアコン整備林道災害復旧事業林道災害復旧事業 防火水槽防火水槽
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なんぶ議会だより　第 56号 4なんぶ議会だより　第 56号5

９月定例議会報告　他議案

国民健康保険事業会計

反
対

国
保
税
は
、
年
金

生
活
者
に
重
く
の

し
か
か
っ
て
い
る

の
で
、
一
般
会
計

を
繰
入
れ
て
負
担

軽
減
を
す
る
べ
き

で
反
対
す
る
。

賛
成

国
保
会
計
で
は
、

所
得
の
程
度
に
よ

り
税
の
軽
減
を

行
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
基
金

残
高
が
な
い
状
況

下
で
、
決
算
で
何

と
か
黒
字
を
確
保

し
た
。

町
か
ら
の
負
担
と

保
険
者
の
相
応
の

負
担
で
国
民
保
険

の
維
持
と
継
続

が
、
必
要
な
現
状

で
あ
る
た
め
賛
成

す
る
。

会計名（決算） 歳入（万円） 歳出（万円） 差引額（万円）
墓苑事業特別会計
太陽光発電事業特別会計
水道事業会計　収益的収支
　　　　　　　資本的収支
病院事業会計　収益的収支
　　　　　　　資本的収支
在宅生活支援事業会計

373
8,397
21,222
12,223
243,169
31,867
3,276

0
7

△953
1,421

△4,935
△16,045

504

主な会計決算認定の討論

後期高齢者医療

反
対

同
じ
家
に
住
ん
で

い
な
が
ら
高
齢
者

を
別
の
保
険
に
加

入
さ
せ
て
分
け
る

こ
と
に
対
し
て
反

対
す
る
。

年
金
が
段
階
的
に

引
き
下
げ
ら
れ
て

い
る
中
で
保
険
料

の
負
担
が
年
々
高

ま
っ
て
き
て
い
る

た
め
保
険
料
を

も
っ
と
安
く
す
べ

き
で
反
対
す
る
。

賛
成

保
険
料
に
つ
い
て

は
、
県
広
域
連
合

で
算
定
し
て
い
て

軽
減
制
度
も
採
用

し
て
い
る
の
で
賛

成
す
る
。

住宅資金貸付事業

反
対

国
の
制
度
を
町
が

肩
代
わ
り
を
し

て
、
貸
付
金
を
回

収
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
町
に
何

ら
責
任
は
な
い
た

め
こ
の
事
業
を
国

に
返
す
べ
き
で
あ

る
た
め
反
対
す

る
。賛

成
事
業
は
確
か
に
終

了
し
て
い
て
、
町

と
し
て
も
国
へ
働

き
掛
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
町
の

事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
の
で

反
対
す
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
の
で

賛
成
す
る
。

農業集落・浄化槽・公共下水会計

反
対

農
業
集
落
排
水
事

業
・
浄
化
槽
整
備

事
業
・
公
共
下
水

道
事
業
と
も
接
続

率
が
増
え
な
い
の

は
、
加
入
金
、
負

担
金
が
高
い
か
ら

で
あ
る
。
使
用
料

を
安
く
す
べ
き
で

あ
り
反
対
す
る
。

賛
成

農
業
集
落
排
水
事

業
・
浄
化
槽
整
備

事
業
・
公
共
下
水

道
事
業
と
も
長
年

値
上
げ
も
せ
ず
一

般
会
計
か
ら
の
繰

入
で
会
計
を
維
持

し
て
い
る
の
で
賛

成
す
る
。
加
入
金

等
に
つ
い
て
は
協

力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

373
8,404
20,269
13,644
238,234
15,822
3,780

その他の議案

10人賛成 ３人反対 で可決

10人賛成

３人反対 で可決

全員一致

その他の会計報告 全員一致

会計名（決算）／議員名（議席番号順） 歳入
（万円）

歳出
（万円）

差引額
（万円）

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
住宅資金貸付事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備事業特別会計
公共下水道事業特別会計

150,981
13,073
465

25,874
5,676
18,225

147,836
12,900
114

25,856
5,374
18,186

3,145
173
351
18
302
39

平成29年度　国民健康保険･高齢者者医療
住宅資金貸付･農業集落排水･浄化槽整備･公共下水道事業
会計決算の認定採決結果（〇賛成 ×反対）

平成30年度
補正予算(2号)

平成30年度補正予算(3号)

林道災害復旧事業
農地・農業水路災害事業
道路橋梁災害復旧事業
道路斜面崩壊復旧事業

全会一致で可決
緊急を要するため即日議決

平成30年7月豪雨災害復旧及び災害関連予算

5,609万円
115万円
1,069万円
1,050万円

●CATV施設管理
●介護予防地域新事業
●農泊推進事業
●林道管理事業
●学校管理費（南部中）
●災害復旧事業
●緑水園管理事業
●公園管理事業(カントリーパーク)　
　など

●工場立地法第4条の2第1項の規定に基づく準則
　を定める条例の制定
●町営バスの管理及び運行に関する条例の一部改正
●上水道事業の設置等に関する条例及び上水道給
　水条例の一部を改正する条例の一部改正
●辺地に係る公共施設の総合整備計画の策定

反
対

①
農
泊
事
業
の
１
０
０
０
万
円
の
貸
し
付
け

　
を
民
泊
協
議
会(

仮
称)

に
行
う
と
な
っ
て

　
い
る
が
内
容
が
不
明
な
の
で
反
対
だ
。

②
「
い
く
ら
の
郷
」
が
農
泊
事
業
の
中
に

　
入
っ
て
い
る
の
で
反
対
で
あ
る
。

賛
成

①
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
使
途
は
、
農
泊

　
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
自
立
的
に
活
動

　
で
き
る
体
制
の
構
築
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

　
研
修
等
の
初
期
費
用
に
充
て
る
も
の
で
、

　
協
議
会
を
組
織
し
交
付
金
を
貸
し
付
け
事

　
業
実
施
を
す
る
事
業
で
あ
り
賛
成
す
る
。

討 

論
1,180万円
308万円
1,000万円
400万円
445万円
1,700万円
280万円
276万円

【一般会計の主な内容】　　 補正額

案　件　名

事業内容

西伯病院

ナースコール（3A病棟）

被保険者証（見本）

クリンピュア西伯
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一般質問 一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

町における防災対策
西伯病院の運営
なんぶ創生総合戦略
防災教育
地域公共交通
防災体制
法勝寺高校跡地利用事業
自転車を活用する町づくり
子育て支援の拡充
農泊推進事業
産業廃棄物最終処分場
町の中心地対策
生涯現役社会化が進む中での住民共助の姿
会見小学校の夏休みのプール開放
単独介護用品支給事業
産業廃棄物最終処分場再開
産業廃棄物最終処分場問題
地方創生

質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８
９

１
２
１
２
１
２
１
２
３
１
２
１
２
１
２
３
１
１

30

25

30

30

30

30

30

30
30

議 員 名 発言時間

板井　隆

白川立真

荊尾芳之

亀尾共三

仲田司朗

景山　浩

加藤　学

真壁容子
細田元教

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

７
月
豪
雨
で
、
我
が
町
も
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
対
策
が
な

さ
れ
た
。
豪
雨
災
害
か
ら
町
民
の
命

を
守
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

①
町
内
２
ヶ
所
の
県
営
ダ
ム
と
町
の

連
携
に
つ
い
て
。

②
砂
防
ダ
ム
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
。

③
た
め
池
の
連
携
で
の
地
域
管
理
者

と
の
連
携
に
つ
い
て
。

④
水
害
、
土
砂
災
害
等
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
住
民
と
町
と
の

連
携
に
つ
い
て
。

①
県
営
ダ
ム
事
務
所
で
は
降

雨
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ

れ
た
時
、
警
戒
態
勢
に
は
い
り
、
洪

水
に
備
え
て
い
る
。
満
水
、
放
水
を

行
う
際
に
は
、
一
時
間
前
に
連
絡
が

く
る
。
情
報
を
十
分
に
把
握
し
、
町

民
へ
情
報
を
提
供
し
安
全
に
避
難
し

て
い
た
だ
く
。

②
砂
防
ダ
ム
は
県
の
管
理
と
な
っ
て

い
る
。

　
町
内
に
46
ヶ
所
あ
り
、
５
年
に
１

度
の
定
期
点
検
を
県
が
行
う
。

　
損
傷
等
の
危
険
が
あ
れ
ば
町
へ
情

報
提
供
が
な
さ
れ
、
周
辺
住
民
へ
の

周
知
と
安
全
対
応
を
行
う
。

③
７
月
豪
雨
で
町
内
51
ヶ
所
の
た
め

池
点
検
を
行
い
、
応
急
措
置
が
必
要

な
３
ヶ
所
に
つ
い
て
安
全
管
理
の
対

応
を
管
理
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

た
。

④
町
で
は
地
域
指
定
緊
急
避
難
場
所

に
つ
い
て
、
集
落
と
一
緒
に
な
っ
て

協
議
し
場
所
を
選
定
し
て
い
る
。
町

民
の
皆
様
に
も
防
災
訓
練
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
迅
速
か
つ
的
確
に
避

難
が
で
き
る
よ
う
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
有
効
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

板
井

町
長 防

災
対
策

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
豪
雨
防
災
時
に
お
け
る
町
の
対
応
は

Ａ
防
災
訓
練
の
参
加
で
防
災
意
識
の
高
揚
を

町
長

鳥取県営賀祥ダム

９月定例議会報告　議員発議の結果

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○○○

×

平成30年度一般会計歳入歳出補正予算

会計名／議員名（議席番号順）

30年度一般会計補正予算の承認採決結果（〇賛成 ×反対）

国民健康保険事業
国保事業報告システム(コクホ・ライン)の平成30
年度法改正に対応するためのシステム改修経費

……27万円 後期高齢者医療
後期高齢者医療広域連合電算システムの更新にか
かる窓口端末及びプリンタの導入と保守料の増額

……35万円

案　件 提出者 可否
島根原発の申請・稼働に伴う事前了解権を周辺自治体へ拡
大することを求める意見書
女性の地位向上を求める意見書

日米地位協定の見直しを求める意見書

発議案
亀尾共三
外２名

板井　隆

加藤　学
外2名

不採択
採　択
不採択

全会一致で可決

　今年４月に発覚した、高級官僚による女性記者に対するセク
シュアル・ハラスメントや、東京医大入試での女子受験者への
点数操作問題等、日本社会のなかで男女平等の実現に向けての
課題があることを明らかにした。
　日本の女性のおかれている地位は、男性と比較して大きな差
別と格差がある。男女平等の到達は、発達した主要先進国の中
で最も遅れている。
　女性労働者の賃金が非正規も含むと男性の約７割（平成28年
厚労省）に過ぎない。欧米諸国では女性の賃金は男性の賃金の
８～９割と格差が縮小している。また、ヨーロッパでは出産、
子育て期の女性の８割が働いているが、日本では妊娠・出産を
機に５割の女性が仕事を辞めている。
　女性国会議員の比率や、司法や行政、民間などあらゆる分野
で方針・政策決定の過程に参加する女性が圧倒的に少ないこと
も女性の地位の低さを示すものだ。
　女性への暴力やセクハラは、女性の人権と基本的自由の尊厳
を冒すものであり、許されるものではない。背景には、女性蔑
視の風潮や女性差別意識の根強さがある。日常の社会生活のな
かで女性の人権を守り、差別や暴力を許さない社会的合意が必
要だ。
　世界経済フォーラムが毎年示す「世界男女格差ランキング
2017」では、日本は144か国中114位という低さだ。日本の
女性の人権、平等の遅れは、国連・女性差別撤廃委員会や人権

女性の地位向上を求める意見書
規約委員会などの国際機関から繰り返し改善が指摘されている｡
　女性に対する格差と差別の是正のために、女性差別撤廃条約
批准国としての責任を果たし条約にもとづく実効ある施策を具
体化し、実施することが求められている。男女平等の社会を実
現するために以下の点についての取り組みを求める。

記

１．働く女性への差別を是正し、職場での男女平等を進めること｡
２．子どもを産み育てながら、働き続けられる社会的条件をつ
　　くること。
３．深刻な女性の貧困問題を解決するための施策を講じること｡
４．セクシュアル・ハラスメントをなくすため、行政の指導・
　　援助を強化すること。
５．法律的にも社会的にも、人間としての尊厳、女性の人権を
　　守る取り組みを進めること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成30年９月26日
　鳥取県西伯郡南部町議会　　　　　

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、衆議院議長、参議院議長
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一般質問

な
ん
ぶ
創
生
総
合
戦
略

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
効
果
を
ど
う
み
る
か

Ａ
効
果
は
で
て
い
る
が
地
域
で
支
え
あ
う
視
点
も
大
切
町
長

我
が
町
で
は
、
人
口
減
少
に

一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
の
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
、
毎
年

検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　
検
証
委
員
会
か
ら
の
意
見
や
提
言

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
総

合
戦
略
の
中
で
「
少
子
化
対
策
・
子

育
て
支
援｣

、
「
移
住
Ｕ
タ
ー
ン
の

推
進
」
に
関
わ
る
施
策
で
、
効
果
を

含
め
ど
の
よ
う
に
検
証
さ
れ
た
か
問

う
。

検
証
委
員
会
か
ら
の
意
見

は
、
産
業
振
興
で
は
「
企
業

誘
致
と
定
住
政
策
を
合
わ
せ
て
考
え

て
ほ
し
い｣

。
少
子
化
対
策
で
は

「
目
玉
施
策
が
必
要｣

。
地
域
の
活

力
創
出
で
は
「
住
民
と
共
に
防
災
の

在
り
方
を
見
直
す
べ
き
」
な
ど
多
く

の
意
見
を
頂
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、
総
合

戦
略
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
現
在

進
め
て
い
る
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。

　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
、
就
学
前
か
ら
転
入
し
て
く

る
子
ど
も
が
多
く
な
る
状
況
に
あ
り

増
加
傾
向
だ
。
南
部
町
が
子
育
て
に

力
を
入
れ
て
い
る
町
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
。

　
移
住
Ｕ
タ
ー
ン
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
県
内
で
も
高
い
レ
ベ
ル

で
社
会
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
や
地
域
振

興
協
議
会
な
ど
と
と
も
に
連
携
し
た

取
り
組
み
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
高
齢
化
が
進
み
人
口
減

少
社
会
は
間
違
い
な
く
や
っ
て
く

る
。
そ
の
中
で
人
と
人
を
ど
う
や
っ

て
繋
げ
て
い
く
の
か
。
地
域
で
支
え

合
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
が
大

事
だ
。

　
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

白
川

現
在
、
日
の
丸
バ
ス
と
ふ
れ

あ
い
バ
ス
で
町
内
の
住
民
の

通
勤
、
通
院
、
買
い
物
や
子
供
た
ち

の
通
学
等
の
移
動
手
段
を
確
保
し
て

い
る
。
10
月
１
日
か
ら
バ
ス
交
通
体

系
の
改
正
に
よ
り
住
民
に
と
っ
て
ど

う
便
利
に
な
る
の
か
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
問
う
。

平
成
28
年
３
月
か
ら
対
象
地

域
に
出
向
い
て
座
談
会
や

ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
住
民
の
声
を
反
映
し
、
通

勤
時
間
帯
の
朝
の
便
を
維
持
し
そ
れ

以
外
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
予
約
型

の
町
営
バ
ス
で
補
う
計
画
を
ま
と
め

た
。

　
町
で
行
う
運
送
部
分
を
南
さ
い
は

く
線
と
し
、
14
人
乗
り
の
バ
ス
を
配

置
し
、
決
め
ら
れ
た
時
刻
に
出
発
す

る
デ
マ
ン
ド
型
、
い
わ
ゆ
る
予
約
型

を
用
意
し
、
日
の
丸
バ
ス
路
線
で
は

入
り
切
ら
な
か
っ
た
全
て
の
集
落
に

３
か
所
の
乗
車
ポ
イ
ン
ト
を
設
置

し
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指

す
。

　
南
さ
い
は
く
線
を
デ
マ
ン
ド
型
と

す
る
こ
と
で
、
予
約
に
な
い
便
は
走

ら
な
い
が
、
主
に
小
学
生
の
登
校
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
平
日
の
朝
の
１

便
は
予
約
な
し
で
走
る
。

　
帰
宅
便
全
て
は
丸
合
か
ら
図
書
館

ま
で
を
予
約
表
で
運
行
す
る
。
丸

合
、
西
伯
病
院
、
西
伯
小
学
校
等
か

ら
の
帰
宅
や
米
子
方
面
か
ら
の
日
の

丸
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
は
、
待
機
し
て

い
る
バ
ス
に
行
先
を
告
げ
て
い
た
だ

け
れ
ば
希
望
の
バ
ス
停
ま
で
運
行
す

る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
公
共
交
通
を
維
持
す
る
に
は
皆
さ

ん
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
ほ
か
は
な

い
。
バ
ス
を
活
用
し
地
域
が
活
性
化

し
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
。
バ

ス
に
乗
る
こ
と

で
公
共
交
通
を

残
す
と
い
う
意

識
と
行
動
を
お

願
い
し
た
い
。

地
域
公
共
交
通

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
ど
う
利
用
す
る
か

Ａ
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
の
運
行
で
利
便
性
を
向
上

町
長

荊
尾

町
長

法
勝
寺
高
校
跡
地
利
用
事
業

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
社
会
福
祉
の
事
業
を
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
し
た
理
由
は

Ａ
県
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
を
受
け
た

町
長

６
月
議
会
の
答
弁
を
も
と

に
、
法
勝
寺
高
校
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
再
度
問
う
。

○
J
O
C
A
は
、
公
益
の
社
団
法
人

で
社
会
福
祉
の
事
業
が
で
き
る
。
し

か
し
、
町
に
は
、
他
に
も
社
会
福
祉

の
事
業
所
が
あ
る
の
に
な
ぜ
J
O
C
A

に
決
め
た
の
か
。

○
町
所
有
の
土
地
の
売
却
価
格
は
い
く
ら

か
。
建
造
物
の
解
体
費
用
も
含
む
の
か
。

○
大
豆
加
工
所
を
ど
う
す
る
の
か
。

○
J
O
C
A
の
施
設
で
、
人
が
集
ま
り

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
る
。
そ

の
事
業
計
画
の
内
容
を
示
す
こ
と
。

○
行
政
調
査
地
、
行
善
寺
の
説
明
で

は
、
温
泉
が
必
須
と
言
わ
れ
た
。
温
泉

掘
削
に
町
か
ら
支
出
の
追
加
を
し
な

い
、
工
事
に
伴
い
道
路
の
改
修
費
用
も

支
出
を
し
な
い
と
断
言
す
べ
き
だ
。
多

世
代
協
働
型
交
流
拠
点
施
設
建
設
計

画
に
つ
い
て
問
う
。

○
温
泉
掘
削
に
町
か
ら
補
助
金
を
出

す
要
綱
の
提
示
と
説
明
を
求
め
る
。

○
地
域
の
方
々
が
交
流
拠
点

施
設
で
行
う
生
涯
施
設
事
業

に
つ
い
て
J
O
C
A
が
県
か
ら
、
生

涯
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
を

受
け
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

○
南
部
町
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
す
る
J
O
C
A
の
取
り
組
み

は
、
国
の
地
方
創
生
で
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
モ
デ
ル
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
地
域
福
祉
の
向
上
、
雇
用

の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
実

現
に
と
考
え
て
い
る
。

○
地
権
者
と
用
地
交
渉
の
段
階
に
あ

り
、
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
大
豆
加
工
所
は
一
時
的
に
め
ぐ
み
の

里
と
法
勝
寺
児
童
館
の
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

○
拠
点
施
設
は
、
温
泉
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
生
涯
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
を｢

ご

ち
ゃ
ま
ぜ｣

で
整
備
し
、
温
泉
や
レ

ス
ト
ラ
ン
等
の
売
り
上
げ
と
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
収
入
で
運
営
の
予
定

と
聞
い
て
い
る
。

亀
尾

町
長

農
泊
推
進
事
業

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
町
が
考
え
て
い
る
農
泊
推
進
事
業
の
概
要
は

Ａ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む

町
長

農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
滞

在
型
観
光
農
泊
事
業
が
９
月

補
正
予
算
に
上
程
さ
れ
た
。
内
容

は
、民
泊
協
議
会
（
仮
称
）
を
組
織

し
、
体
験
型
農
泊
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

が
考
え
て
い
る
農
泊
推
進
事
業
の
概

要
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
事
業
は
、
全
額
国
費
で
賄
え
る

と
の
こ
と
だ
が
、
国
事
業
が
終
了
し
た

３
ヶ
年
目
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
運
営
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

国
で
は
農
山
漁
村
の
所
得
向

上
を
実
現
す
る
上
で
、
重
要

な
柱
と
し
て
農
泊
を
位
置
づ
け
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
客
を
農
山

漁
村
に
呼
び
込
み
、
地
域
一
丸
と

な
っ
て
農
山
村
漁
村
滞
在
型
旅
行
を

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
実
施
で
き
る
体
制

を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
町
と
し

て
は
、
現
在
民
泊
新
法
に
基
づ
く
民

泊
の
届
け
を
進
め
て
お
ら
れ
る
個
人
の

方
々
や
既
存
の
事
業
者
や
飲
食
店
、
南

部
町
な
ら
で
は
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
で
き
る
団
体
等
で
協
議
会
を
設
立

し
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
町
独

自
の
滞
在
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
町
が
考
え
て
い
る
農
泊
推
進
事
業

の
概
要
は
「
事
業
構
想
大
学
院
大

学
」
が
提
唱
し
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー

ズ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
と
宿
泊
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
観

光
客
の
増
加
と
消
費
の
拡
大
を
狙
う

も
の
で
あ
る
。

　
今
回
活
用
す
る
農
山
漁
村
振
興
交
付

金
の
使
途
は
、
農
泊
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
自
立
的
に
活
動
で
き
る
体
制
の

構
築
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
研
修
等
の

初
期
費
用
に
充
て
る
も
の
で
、
２
年
間

で
農
泊
が
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立

す
る
よ
う
事
業
を
組
み
立
て
３
年
目
以

降
は
協
議
会
に
属
す
る
各
団
体
が
独
自

に
収
益
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

仲
田

町
長

町
長
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一般質問

な
ん
ぶ
創
生
総
合
戦
略

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
効
果
を
ど
う
み
る
か

Ａ
効
果
は
で
て
い
る
が
地
域
で
支
え
あ
う
視
点
も
大
切
町
長

我
が
町
で
は
、
人
口
減
少
に

一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
の
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
、
毎
年

検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　
検
証
委
員
会
か
ら
の
意
見
や
提
言

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
総

合
戦
略
の
中
で
「
少
子
化
対
策
・
子

育
て
支
援｣

、
「
移
住
Ｕ
タ
ー
ン
の

推
進
」
に
関
わ
る
施
策
で
、
効
果
を

含
め
ど
の
よ
う
に
検
証
さ
れ
た
か
問

う
。

検
証
委
員
会
か
ら
の
意
見

は
、
産
業
振
興
で
は
「
企
業

誘
致
と
定
住
政
策
を
合
わ
せ
て
考
え

て
ほ
し
い｣

。
少
子
化
対
策
で
は

「
目
玉
施
策
が
必
要｣

。
地
域
の
活

力
創
出
で
は
「
住
民
と
共
に
防
災
の

在
り
方
を
見
直
す
べ
き
」
な
ど
多
く

の
意
見
を
頂
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、
総
合

戦
略
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
現
在

進
め
て
い
る
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。

　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
、
就
学
前
か
ら
転
入
し
て
く

る
子
ど
も
が
多
く
な
る
状
況
に
あ
り

増
加
傾
向
だ
。
南
部
町
が
子
育
て
に

力
を
入
れ
て
い
る
町
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
。

　
移
住
Ｕ
タ
ー
ン
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
県
内
で
も
高
い
レ
ベ
ル

で
社
会
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
や
地
域
振

興
協
議
会
な
ど
と
と
も
に
連
携
し
た

取
り
組
み
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
高
齢
化
が
進
み
人
口
減

少
社
会
は
間
違
い
な
く
や
っ
て
く

る
。
そ
の
中
で
人
と
人
を
ど
う
や
っ

て
繋
げ
て
い
く
の
か
。
地
域
で
支
え

合
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
が
大

事
だ
。

　
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

白
川

現
在
、
日
の
丸
バ
ス
と
ふ
れ

あ
い
バ
ス
で
町
内
の
住
民
の

通
勤
、
通
院
、
買
い
物
や
子
供
た
ち

の
通
学
等
の
移
動
手
段
を
確
保
し
て

い
る
。
10
月
１
日
か
ら
バ
ス
交
通
体

系
の
改
正
に
よ
り
住
民
に
と
っ
て
ど

う
便
利
に
な
る
の
か
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
問
う
。

平
成
28
年
３
月
か
ら
対
象
地

域
に
出
向
い
て
座
談
会
や

ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
住
民
の
声
を
反
映
し
、
通

勤
時
間
帯
の
朝
の
便
を
維
持
し
そ
れ

以
外
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
予
約
型

の
町
営
バ
ス
で
補
う
計
画
を
ま
と
め

た
。

　
町
で
行
う
運
送
部
分
を
南
さ
い
は

く
線
と
し
、
14
人
乗
り
の
バ
ス
を
配

置
し
、
決
め
ら
れ
た
時
刻
に
出
発
す

る
デ
マ
ン
ド
型
、
い
わ
ゆ
る
予
約
型

を
用
意
し
、
日
の
丸
バ
ス
路
線
で
は

入
り
切
ら
な
か
っ
た
全
て
の
集
落
に

３
か
所
の
乗
車
ポ
イ
ン
ト
を
設
置

し
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指

す
。

　
南
さ
い
は
く
線
を
デ
マ
ン
ド
型
と

す
る
こ
と
で
、
予
約
に
な
い
便
は
走

ら
な
い
が
、
主
に
小
学
生
の
登
校
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
平
日
の
朝
の
１

便
は
予
約
な
し
で
走
る
。

　
帰
宅
便
全
て
は
丸
合
か
ら
図
書
館

ま
で
を
予
約
表
で
運
行
す
る
。
丸

合
、
西
伯
病
院
、
西
伯
小
学
校
等
か

ら
の
帰
宅
や
米
子
方
面
か
ら
の
日
の

丸
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
は
、
待
機
し
て

い
る
バ
ス
に
行
先
を
告
げ
て
い
た
だ

け
れ
ば
希
望
の
バ
ス
停
ま
で
運
行
す

る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
公
共
交
通
を
維
持
す
る
に
は
皆
さ

ん
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
ほ
か
は
な

い
。
バ
ス
を
活
用
し
地
域
が
活
性
化

し
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
。
バ

ス
に
乗
る
こ
と

で
公
共
交
通
を

残
す
と
い
う
意

識
と
行
動
を
お

願
い
し
た
い
。

地
域
公
共
交
通

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
ど
う
利
用
す
る
か

Ａ
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
の
運
行
で
利
便
性
を
向
上

町
長

荊
尾

町
長

法
勝
寺
高
校
跡
地
利
用
事
業

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
社
会
福
祉
の
事
業
を
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
し
た
理
由
は

Ａ
県
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
を
受
け
た

町
長

６
月
議
会
の
答
弁
を
も
と

に
、
法
勝
寺
高
校
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
再
度
問
う
。

○
J
O
C
A
は
、
公
益
の
社
団
法
人

で
社
会
福
祉
の
事
業
が
で
き
る
。
し

か
し
、
町
に
は
、
他
に
も
社
会
福
祉

の
事
業
所
が
あ
る
の
に
な
ぜ
J
O
C
A

に
決
め
た
の
か
。

○
町
所
有
の
土
地
の
売
却
価
格
は
い
く
ら

か
。
建
造
物
の
解
体
費
用
も
含
む
の
か
。

○
大
豆
加
工
所
を
ど
う
す
る
の
か
。

○
J
O
C
A
の
施
設
で
、
人
が
集
ま
り

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
る
。
そ

の
事
業
計
画
の
内
容
を
示
す
こ
と
。

○
行
政
調
査
地
、
行
善
寺
の
説
明
で

は
、
温
泉
が
必
須
と
言
わ
れ
た
。
温
泉

掘
削
に
町
か
ら
支
出
の
追
加
を
し
な

い
、
工
事
に
伴
い
道
路
の
改
修
費
用
も

支
出
を
し
な
い
と
断
言
す
べ
き
だ
。
多

世
代
協
働
型
交
流
拠
点
施
設
建
設
計

画
に
つ
い
て
問
う
。

○
温
泉
掘
削
に
町
か
ら
補
助
金
を
出

す
要
綱
の
提
示
と
説
明
を
求
め
る
。

○
地
域
の
方
々
が
交
流
拠
点

施
設
で
行
う
生
涯
施
設
事
業

に
つ
い
て
J
O
C
A
が
県
か
ら
、
生

涯
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
を

受
け
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

○
南
部
町
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
す
る
J
O
C
A
の
取
り
組
み

は
、
国
の
地
方
創
生
で
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
モ
デ
ル
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
地
域
福
祉
の
向
上
、
雇
用

の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
実

現
に
と
考
え
て
い
る
。

○
地
権
者
と
用
地
交
渉
の
段
階
に
あ

り
、
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
大
豆
加
工
所
は
一
時
的
に
め
ぐ
み
の

里
と
法
勝
寺
児
童
館
の
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

○
拠
点
施
設
は
、
温
泉
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
生
涯
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
を｢

ご

ち
ゃ
ま
ぜ｣

で
整
備
し
、
温
泉
や
レ

ス
ト
ラ
ン
等
の
売
り
上
げ
と
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
収
入
で
運
営
の
予
定

と
聞
い
て
い
る
。

亀
尾

町
長

農
泊
推
進
事
業

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
町
が
考
え
て
い
る
農
泊
推
進
事
業
の
概
要
は

Ａ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む

町
長

農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
滞

在
型
観
光
農
泊
事
業
が
９
月

補
正
予
算
に
上
程
さ
れ
た
。
内
容

は
、民
泊
協
議
会
（
仮
称
）
を
組
織

し
、
体
験
型
農
泊
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

が
考
え
て
い
る
農
泊
推
進
事
業
の
概

要
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
事
業
は
、
全
額
国
費
で
賄
え
る

と
の
こ
と
だ
が
、
国
事
業
が
終
了
し
た

３
ヶ
年
目
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
運
営
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

国
で
は
農
山
漁
村
の
所
得
向

上
を
実
現
す
る
上
で
、
重
要

な
柱
と
し
て
農
泊
を
位
置
づ
け
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
客
を
農
山

漁
村
に
呼
び
込
み
、
地
域
一
丸
と

な
っ
て
農
山
村
漁
村
滞
在
型
旅
行
を

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
実
施
で
き
る
体
制

を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
町
と
し

て
は
、
現
在
民
泊
新
法
に
基
づ
く
民

泊
の
届
け
を
進
め
て
お
ら
れ
る
個
人
の

方
々
や
既
存
の
事
業
者
や
飲
食
店
、
南

部
町
な
ら
で
は
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
で
き
る
団
体
等
で
協
議
会
を
設
立

し
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
町
独

自
の
滞
在
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
町
が
考
え
て
い
る
農
泊
推
進
事
業

の
概
要
は
「
事
業
構
想
大
学
院
大

学
」
が
提
唱
し
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー

ズ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
と
宿
泊
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
観

光
客
の
増
加
と
消
費
の
拡
大
を
狙
う

も
の
で
あ
る
。

　
今
回
活
用
す
る
農
山
漁
村
振
興
交
付

金
の
使
途
は
、
農
泊
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
自
立
的
に
活
動
で
き
る
体
制
の

構
築
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
研
修
等
の

初
期
費
用
に
充
て
る
も
の
で
、
２
年
間

で
農
泊
が
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立

す
る
よ
う
事
業
を
組
み
立
て
３
年
目
以

降
は
協
議
会
に
属
す
る
各
団
体
が
独
自

に
収
益
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

仲
田

町
長

町
長
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我
が
南
部
町
の
中
心
地
で
あ

る
法
勝
寺
地
区
や
手
間
地
区

で
は
商
店
街
も
衰
退
し
、
地
域
で
生

活
必
需
品
を
購
入
す
る
こ
と
も
出
来

な
い
。

　
現
在
、
こ
の
２
地
区
の
一
方
の
法

勝
寺
地
区
で
は
公
民
館
西
伯
分
館
を

核
と
し
た
複
合
施
設
、
そ
し
て
青
年

海
外
協
力
協
会
が
事
業
主
体
と
な
る

温
泉
を
有
す
る
総
合
福
祉
施
設
の
建

設
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
地

区
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
施
設
を
活
か
し
た
地
区
ビ

ジ
ョ
ン
や
経
済
効
果
、
賑
わ
い
創
出

効
果
や
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を

問
う
。

南
部
町
で
進
め
る
生
涯
活
躍

の
町
構
想
で
は
、
町
全
体
を

対
象
地
区
と
考
え
、
役
場
や
銀
行
、

農
協
や
医
療
機
関
が
集
中
し
公
共
交

通
の
要
所
で
も
あ
る
法
勝
寺
エ
リ
ア

を
拠
点
エ
リ
ア
と
位
置
づ
け
、
整
備

済
み
の
お
試
し
住
宅
に
続
き
、
法
勝

寺
高
校
跡
地
を
利
用
し
た
地
域
交
流

拠
点
施
設
、
南
部
町
公
民
館
西
伯
分

館
建
て
替
え
に
伴
う
複
合
施
設
の
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。

　
青
年
海
外
協
力
協
会
が
事
業
主
体

と
な
る
地
域
交
流
拠
点
施
設
は
、
温

泉
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
を
整
備
し
、
地
域
の
方
々
、
障

が
い
の
あ
る
方
、
子
ど
も
た
ち
な
ど

多
世
代
に
わ
た
り
交
流
や
就
労
が
で

き
る
拠
点
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
、
複
合
施
設
は
西
伯
小
学
校

と
隣
接
し
、
図
書
館
や
公
民
館
機
能

を
中
心
と
し
た
街
の
文
化
の
拠
点
施

設
を
整
備
す
る
も
の
で
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
カ
フ
ェ
も
併
設
し
、
バ
ス

利
用
者
を
は
じ
め
町
民
の
方
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
場
を
提
供
す
る
。

　
こ
れ
ら
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
町

民
の
方
は
も
と
よ
り
、
町
外
か
ら
も

人
を
呼
び
込
み
相
乗
効
果
に
よ
る
町

の
賑
わ
い
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

町
の
中
心
地
対
策

景
山
　浩 

議
員

Ｑ
地
区
ビ
ジ
ョ
ン
や
賑
わ
い
創
出
を
ど
の
よ
う
に

Ａ
２
施
設
の
相
乗
効
果
で
の
賑
わ
い
創
出
を

町
長

景
山

町
長

今
年
の
夏
休
み
期
間
中
、
会

見
小
学
校
で
は
午
後
か
ら
の

プ
ー
ル
開
放
が
不
規
則
な
形
で
行
わ

れ
た
。
昨
年
ま
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
導
で

４
人
の
監
視
体
制
で
行
わ
れ
て
い
た

が
、
今
年
は
あ
い
み
児
童
ク
ラ
ブ
主

導
で
行
わ
れ
た
。

①
プ
ー
ル
の
監
視
体
制
、
人
員
配
置

　
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

②
参
加
人
数
は
。

③
プ
ー
ル
開
放
日
の
決
定
は
ど
の
よ

　
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

④
プ
ー
ル
開
放
日
の
周
知
は
ど
の
よ

　
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

⑤
今
年
の
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い
て
保

　
護
者
の
感
想
は
。

⑥
小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
を
ど
の
よ

　
う
な
位
置
付
け
と
し
て
考
え
て
い

　
る
の
か
。

⑦
来
年
の
プ
ー
ル
開
放
は
ど
の
よ
う

　
な
形
で
行
わ
れ
る
の
か
。

①
あ
い
み
児
童
ク
ラ
ブ
の

ス
タ
ッ
フ
以
外
に
教
育
委

　
員
会
事
務
局
や
子
育
て
て
支
援
課

　
の
職
員
、
常
時
４
人
以
上
の
体
制

　
で
行
っ
た
。

②
平
均
利
用
者
は
37
人
。

③
児
童
ク
ラ
ブ
の
要
望
に
沿
い
な
が

　
ら
学
校
と
協
議
し
、
期
日
、
時
間

　
帯
を
決
め
た
。

④
学
校
を
通
じ
て
プ
ー
ル
開
放
日
の

　
案
内
を
全
保
護
者
に
配
布
し
た
。

⑤
現
段
階
で
教
育
委
員
会
、
学
校
、

　
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
支
援
課
等

　
に
苦
情
の
声
は
入
っ
て
い
な
い
。

　
た
だ
、
猛
暑
が
続
く
中
、
プ
ー
ル

　
開
放
に
こ
だ
わ
る
も
の
は
い
か
が

　
な
も
の
か
と
の
声
が
比
較
的
多
く

　
あ
っ
た
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
は
受
け

　
止
め
て
い
る
。

⑥
利
用
者
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
子

　
供
た
ち
の
夏
休
み
の
生
活
環
境
の

　
変
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

　
考
え
て
お
り
、
今
日
的
ニ
ー
ズ
に

　
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

⑦
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
来
年
も
実
施
を

　
し
な
い
予
定
と
聞
い
て
い
る

会
見
小
学
校
の
夏
休
み
の
プ
ー
ル
開
放

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
来
年
の
プ
ー
ル
開
放
は
ど
う
い
う
形
で
行
わ
れ
る
の
か

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
来
年
も
実
施
し
な
い

教
育
長

加
藤

教
育
長

許
可
後
25
年
を
経
て
再
開
し

た
い
と
し
て
い
る
鶴
田
地
区

の
産
廃
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
問

う
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
町
民
か
ら
の
声

を
聞
い
て
い
る
か
。

　
安
定
型
へ
の
搬
入
時
の
展
開
検
査

が
き
ち
っ
と
で
き
る
と
考
え
て
い
る

か
。
同
業
者
が
搬
入
、
展
開
検
査
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
搬
入
に
つ
い
て
は
届

け
出
だ
け
で
は
な
く
住
民
へ
の
説
明

が
必
要
で
は
な
い
か
。
町
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
業
者
が
法
的
に
問
題
が
な
い
の
か

県
に
確
認
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
産
廃
場
の
近
く
に
町
の
水
道
水
源

が
あ
る
。
全
町
民
の
問
題
で
あ
り
、

こ
の
際
水
道
水
脈
の
調
査
を
求
め
た

い
。

町
民
か
ら
心
配
す
る
声
と
い

う
の
は
、
な
ん
と
か
こ
れ
を

止
め
ら
れ
な
い
か
、
法
律
的
に
で
き

な
い
の
か
と
い
う
声
だ
っ
た
と
思

う
。

　
展
開
検
査
の
責
任
は
受
け
入
れ
業

者
と
い
う
制
度
だ
。
そ
れ
を
も
っ
て

ま
ち
が
い
な
く
（
安
定
）
５
品
目
に

限
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
で
き
る
か

と
い
え
ば
、
少
し
怪
し
い
の
で
は
な

い
か
と
、
現
実
的
に
思
う
。

　
（
ア
ス
ベ
ス
ト
の
搬
入
は
）
届
け

出
で
済
む
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
に

対
し
て
の
申
し
出
や
、
住
民
に
対
す

る
説
明
は
必
要
と
思
う
。
そ
の
条
件

を
県
も
付
け
て
い
る
と
思
う
。

　
県
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
違
法
性

が
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
重

要
な
こ
と
な
の
で
担
当
課
の
ほ
う
か

ら
確
認
さ
せ
た
い
。

　
水
脈
調
査
は
方
法
や
財
源
を
検
討

は
す
る
が
、
簡
単
に
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

真
壁

町
長

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
問
題

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
ア
ス
ベ
ス
ト
は
受
け
入
れ
な
い
と
言
う
べ
き

Ａ
住
民
へ
の
説
明
は
必
要
と
思
う

町
長

地
方
創
生
総
合
戦
略
は
５
年

間
が
第
一
期
で
あ
り
31
年
で

終
わ
る
。

　
我
が
町
で
は
地
方
創
生
交
付
金
を

使
い
、
特
に
ハ
ー
ド
事
業
中
心
に
町

づ
く
り
を
行
な
っ
て
来
て
い
る
が
、

こ
の
ハ
ー
ド
事
業
を
活
か
し
た
総
合

戦
略
の
仕
上
げ
と
次
期
戦
略
の
準
備

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
問

う
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
点

検
・
調
査
・
分
析
を
行
な
っ

た
上
で
、
平
成
32
年
度
以
降
の
次
期

総
合
戦
略
の
策
定
に
取
り
組
む
。
今

年
度
か
ら
最
終
年
で
あ
る
平
成
31
年

度
は
総
仕
上
げ
の
期
間
と
な
る
。

　
次
期
戦
略
を
視
野
に
入
れ
た
助
走

期
間
と
し
て
、
次
に
つ
な
が
る
し
っ

か
り
と
し
た
基
盤
を
つ
く
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

活
力
あ
る
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
南
部
町
を
実
現
し
た
い
。

　
今
後
は
南
部
町
独
自
の
事
業
を
活

か
し
な
が
ら
事
業
を
絞
り
込
み
、
南

部
町
で
暮
ら
す
全
て
の
人
が
生
き
が

い
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
ち
な

が
ら
共
生
し
て
い
く
社
会
を
実
現
し

て
い
き
た
い
。

地
方
創
生

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
総
合
戦
略
の
仕
上
げ
と
次
期
戦
略
の
準
備
は

Ａ
点
検･

検
証
を
行
い
事
業
の
絞
り
込
み
を
行
う

町
長

細
田

町
長
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我
が
南
部
町
の
中
心
地
で
あ

る
法
勝
寺
地
区
や
手
間
地
区

で
は
商
店
街
も
衰
退
し
、
地
域
で
生

活
必
需
品
を
購
入
す
る
こ
と
も
出
来

な
い
。

　
現
在
、
こ
の
２
地
区
の
一
方
の
法

勝
寺
地
区
で
は
公
民
館
西
伯
分
館
を

核
と
し
た
複
合
施
設
、
そ
し
て
青
年

海
外
協
力
協
会
が
事
業
主
体
と
な
る

温
泉
を
有
す
る
総
合
福
祉
施
設
の
建

設
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
地

区
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
施
設
を
活
か
し
た
地
区
ビ

ジ
ョ
ン
や
経
済
効
果
、
賑
わ
い
創
出

効
果
や
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を

問
う
。

南
部
町
で
進
め
る
生
涯
活
躍

の
町
構
想
で
は
、
町
全
体
を

対
象
地
区
と
考
え
、
役
場
や
銀
行
、

農
協
や
医
療
機
関
が
集
中
し
公
共
交

通
の
要
所
で
も
あ
る
法
勝
寺
エ
リ
ア

を
拠
点
エ
リ
ア
と
位
置
づ
け
、
整
備

済
み
の
お
試
し
住
宅
に
続
き
、
法
勝

寺
高
校
跡
地
を
利
用
し
た
地
域
交
流

拠
点
施
設
、
南
部
町
公
民
館
西
伯
分

館
建
て
替
え
に
伴
う
複
合
施
設
の
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。

　
青
年
海
外
協
力
協
会
が
事
業
主
体

と
な
る
地
域
交
流
拠
点
施
設
は
、
温

泉
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
を
整
備
し
、
地
域
の
方
々
、
障

が
い
の
あ
る
方
、
子
ど
も
た
ち
な
ど

多
世
代
に
わ
た
り
交
流
や
就
労
が
で

き
る
拠
点
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
、
複
合
施
設
は
西
伯
小
学
校

と
隣
接
し
、
図
書
館
や
公
民
館
機
能

を
中
心
と
し
た
街
の
文
化
の
拠
点
施

設
を
整
備
す
る
も
の
で
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
カ
フ
ェ
も
併
設
し
、
バ
ス

利
用
者
を
は
じ
め
町
民
の
方
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
場
を
提
供
す
る
。

　
こ
れ
ら
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
町

民
の
方
は
も
と
よ
り
、
町
外
か
ら
も

人
を
呼
び
込
み
相
乗
効
果
に
よ
る
町

の
賑
わ
い
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

町
の
中
心
地
対
策

景
山
　浩 

議
員

Ｑ
地
区
ビ
ジ
ョ
ン
や
賑
わ
い
創
出
を
ど
の
よ
う
に

Ａ
２
施
設
の
相
乗
効
果
で
の
賑
わ
い
創
出
を

町
長

景
山

町
長

今
年
の
夏
休
み
期
間
中
、
会

見
小
学
校
で
は
午
後
か
ら
の

プ
ー
ル
開
放
が
不
規
則
な
形
で
行
わ

れ
た
。
昨
年
ま
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
導
で

４
人
の
監
視
体
制
で
行
わ
れ
て
い
た

が
、
今
年
は
あ
い
み
児
童
ク
ラ
ブ
主

導
で
行
わ
れ
た
。

①
プ
ー
ル
の
監
視
体
制
、
人
員
配
置

　
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

②
参
加
人
数
は
。

③
プ
ー
ル
開
放
日
の
決
定
は
ど
の
よ

　
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

④
プ
ー
ル
開
放
日
の
周
知
は
ど
の
よ

　
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

⑤
今
年
の
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い
て
保

　
護
者
の
感
想
は
。

⑥
小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
を
ど
の
よ

　
う
な
位
置
付
け
と
し
て
考
え
て
い

　
る
の
か
。

⑦
来
年
の
プ
ー
ル
開
放
は
ど
の
よ
う

　
な
形
で
行
わ
れ
る
の
か
。

①
あ
い
み
児
童
ク
ラ
ブ
の

ス
タ
ッ
フ
以
外
に
教
育
委

　
員
会
事
務
局
や
子
育
て
て
支
援
課

　
の
職
員
、
常
時
４
人
以
上
の
体
制

　
で
行
っ
た
。

②
平
均
利
用
者
は
37
人
。

③
児
童
ク
ラ
ブ
の
要
望
に
沿
い
な
が

　
ら
学
校
と
協
議
し
、
期
日
、
時
間

　
帯
を
決
め
た
。

④
学
校
を
通
じ
て
プ
ー
ル
開
放
日
の

　
案
内
を
全
保
護
者
に
配
布
し
た
。

⑤
現
段
階
で
教
育
委
員
会
、
学
校
、

　
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
支
援
課
等

　
に
苦
情
の
声
は
入
っ
て
い
な
い
。

　
た
だ
、
猛
暑
が
続
く
中
、
プ
ー
ル

　
開
放
に
こ
だ
わ
る
も
の
は
い
か
が

　
な
も
の
か
と
の
声
が
比
較
的
多
く

　
あ
っ
た
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
は
受
け

　
止
め
て
い
る
。

⑥
利
用
者
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
子

　
供
た
ち
の
夏
休
み
の
生
活
環
境
の

　
変
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

　
考
え
て
お
り
、
今
日
的
ニ
ー
ズ
に

　
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

⑦
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
来
年
も
実
施
を

　
し
な
い
予
定
と
聞
い
て
い
る

会
見
小
学
校
の
夏
休
み
の
プ
ー
ル
開
放

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
来
年
の
プ
ー
ル
開
放
は
ど
う
い
う
形
で
行
わ
れ
る
の
か

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
来
年
も
実
施
し
な
い

教
育
長

加
藤

教
育
長

許
可
後
25
年
を
経
て
再
開
し

た
い
と
し
て
い
る
鶴
田
地
区

の
産
廃
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
問

う
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
町
民
か
ら
の
声

を
聞
い
て
い
る
か
。

　
安
定
型
へ
の
搬
入
時
の
展
開
検
査

が
き
ち
っ
と
で
き
る
と
考
え
て
い
る

か
。
同
業
者
が
搬
入
、
展
開
検
査
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
搬
入
に
つ
い
て
は
届

け
出
だ
け
で
は
な
く
住
民
へ
の
説
明

が
必
要
で
は
な
い
か
。
町
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
業
者
が
法
的
に
問
題
が
な
い
の
か

県
に
確
認
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
産
廃
場
の
近
く
に
町
の
水
道
水
源

が
あ
る
。
全
町
民
の
問
題
で
あ
り
、

こ
の
際
水
道
水
脈
の
調
査
を
求
め
た

い
。

町
民
か
ら
心
配
す
る
声
と
い

う
の
は
、
な
ん
と
か
こ
れ
を

止
め
ら
れ
な
い
か
、
法
律
的
に
で
き

な
い
の
か
と
い
う
声
だ
っ
た
と
思

う
。

　
展
開
検
査
の
責
任
は
受
け
入
れ
業

者
と
い
う
制
度
だ
。
そ
れ
を
も
っ
て

ま
ち
が
い
な
く
（
安
定
）
５
品
目
に

限
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
で
き
る
か

と
い
え
ば
、
少
し
怪
し
い
の
で
は
な

い
か
と
、
現
実
的
に
思
う
。

　
（
ア
ス
ベ
ス
ト
の
搬
入
は
）
届
け

出
で
済
む
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
に

対
し
て
の
申
し
出
や
、
住
民
に
対
す

る
説
明
は
必
要
と
思
う
。
そ
の
条
件

を
県
も
付
け
て
い
る
と
思
う
。

　
県
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
違
法
性

が
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
重

要
な
こ
と
な
の
で
担
当
課
の
ほ
う
か

ら
確
認
さ
せ
た
い
。

　
水
脈
調
査
は
方
法
や
財
源
を
検
討

は
す
る
が
、
簡
単
に
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

真
壁

町
長

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
問
題

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
ア
ス
ベ
ス
ト
は
受
け
入
れ
な
い
と
言
う
べ
き

Ａ
住
民
へ
の
説
明
は
必
要
と
思
う

町
長

地
方
創
生
総
合
戦
略
は
５
年

間
が
第
一
期
で
あ
り
31
年
で

終
わ
る
。

　
我
が
町
で
は
地
方
創
生
交
付
金
を

使
い
、
特
に
ハ
ー
ド
事
業
中
心
に
町

づ
く
り
を
行
な
っ
て
来
て
い
る
が
、

こ
の
ハ
ー
ド
事
業
を
活
か
し
た
総
合

戦
略
の
仕
上
げ
と
次
期
戦
略
の
準
備

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
問

う
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
点

検
・
調
査
・
分
析
を
行
な
っ

た
上
で
、
平
成
32
年
度
以
降
の
次
期

総
合
戦
略
の
策
定
に
取
り
組
む
。
今

年
度
か
ら
最
終
年
で
あ
る
平
成
31
年

度
は
総
仕
上
げ
の
期
間
と
な
る
。

　
次
期
戦
略
を
視
野
に
入
れ
た
助
走

期
間
と
し
て
、
次
に
つ
な
が
る
し
っ

か
り
と
し
た
基
盤
を
つ
く
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

活
力
あ
る
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
南
部
町
を
実
現
し
た
い
。

　
今
後
は
南
部
町
独
自
の
事
業
を
活

か
し
な
が
ら
事
業
を
絞
り
込
み
、
南

部
町
で
暮
ら
す
全
て
の
人
が
生
き
が

い
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
ち
な

が
ら
共
生
し
て
い
く
社
会
を
実
現
し

て
い
き
た
い
。

地
方
創
生

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
総
合
戦
略
の
仕
上
げ
と
次
期
戦
略
の
準
備
は

Ａ
点
検･

検
証
を
行
い
事
業
の
絞
り
込
み
を
行
う

町
長

細
田

町
長
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住民の声を聞く会  質問及び回答

企画政策課
　地域振興協議会で区長、評議員の名前が二つあり、使い方がおかしいので整理してほしい。各集落区

長特別職の復活をしてほしい。
   　評議員は、地域振興協議会の意思決定機関である評議会の構成員として、各協議会の規約で定められて
います。区長は、各集落の代表者として各集落で設置されています。南部町は、地域振興協議会による「まち
づくり」を進めていますので、区長協議会制度への復活は考えておりません。

　海外青年協力協会（ＪＯＣＡ）に対する9,900万円の補助金が理解できない。温泉が出た場合の権利
利益はどうなるのか。

　青年海外協力協会（ＪＯＣＡ）が主体となって温泉掘削を行うものですので、その権利及びそれに伴う
義務はＪＯＣＡに属するものと考えております。また、町民の皆さんに温泉湧出に伴う利益を享受していただ
けるよう協議を進めて参ります。

　複合施設の建設について、規模と施設内容について町民への説明がなされていない。住民への説明を
するべきだ。

　複合施設の規模及び施設内容等については、然るべき時期に利用される町民の皆さんへの説明会を開催
したいと考えています。

「議会住民の声をきく会｣における
 住民から執行部への質問及び回答

質問1

回答

質問2

回答

質問3

回答

議　会
　事業の検証がなされていないように感じる。

   　年4回の定例議会と臨時議会において、執行部提案の全ての事業ついて審議しています。予算決算常任
委員会（全議員構成）で、全事業の説明と報告を受けて審議、検証をしています。

　鶴田の産業廃棄最終物処分場の話がある。議会として反対の態度を示して欲しい。
　最終処分場の許可権限は鳥取県であり、9月議会において議会として鳥取県に対し「産業廃棄物処分場

再開に伴う鳥取県の対応について」質問状を全員一致で採択し、提出をしました。回答を待って今後、協議を
進めていきたいと思います。

　議員年金復活の話があったがどうか。現在の議員の報酬金額はいくらか。
　現時点で年金復活の話はありません。報酬月額は、221,000円です。

質問1
回答

質問2
回答

質問3
回答

産業課
　農村振興公社の仕事と内容について教えてほしい。（個人的にも頼むことができるのか）

 　南部町農村振興公社は高齢化などにより営農が難しくなった農家の農作業を請け負い、農地の保全と地
域農業の振興を目的としています。
　受託している作業は、耕耘、代掻き、田植え、稲刈り、籾運搬、大豆播種、中耕培土、大豆刈取り、大豆運
搬、そば播種、そば刈取り、乾燥・調整です。個人の依頼も受け付けをしています。

　農産物直売所の売り上げが落ちている。売上調査などを行い、出荷者との協議を進めてほしい。
　代表者との意見交換会を開催し情報交換を行うと共に、今後の振興へ向けて検討を行います。

　法勝寺高校跡地利用で大豆加工所が解体される。近いどこかに施設が計画されているか。
　町営の加工施設施設として、めぐみの里「えぷろん」の利用をお願いしています。法勝寺高校跡地に建

設される施設内に、同様の機能を持つ設備を持っていただく様交渉をしています。

質問1

質問2
回答

質問3
回答

回答

建設課
　水道料金の2年後の値上げについて、検証をしながら料金設定を考えて欲しい。

 　平成32年度の水道料金の改定は、条例どおりの改定を予定しています。その後の改定は、収支を検証し
検討を進めます。

　町道の基準について、中山間地域では１戸だけの進入路も多くある。今後、住み続けるためには、自
助努力では困難であり行政の協力が必要である。

　町道の認定は、２戸以上で生活基盤の道路としての利用がある道路、または全幅が2m以上の道路のい
ずれかに該当し必要と認められる路線を認定しています。
　町道や町道以外の生活道路については、各協議会主体で行う道路改良や舗装についての支援をする生活道路
改善支援事業がありますので、ご利用をご検討ください。

質問1
回答

質問2

回答

健康福祉課
　地域福祉委員あてに「いくらの郷」について、ひきこもりのアンケートがあった。町では把握ができ

ないからとのことであったが、なんで社協がなのか、町の仕事だと思った。
　アンケートは地域福祉を担う、社会福祉協議会が設置された「地域若者支援センターなんぶ」における

相談支援活動の参考にすることを目的に、同協議会が委嘱された地域福祉委員を対象に実施されました。
　町では、今後保健師を中心に社会福祉協議会と同行訪問等で実態把握に努めてまいります。

質問1

回答

なんぶ議会だより　第 56号

教育委員会、企画政策課
　福里団地前と円山団地前の県道に信号機の設置をお願いしているが、一向に進まない現状について。

　鳥取県公安委員会が優先順位をつけて設置します。行政要望には今まで挙がっていない場所ですので、
企画政策課としては各協議会より挙がっている行政要望について鳥取県公安委員会へ要望しています。
（企画政策課）

　福里団地前と円山団地前の県道に信号機の設置をお願いしているが、一向に進まない現状について｡
　福里団地前と円山団地前の信号機設置については、平成29年度に「南部町通学路交通安全プログラム」

の対策要望箇所として、学校、ＰＴＡ、地域振興協議会、鳥取県、鳥取県警察、国土交通省日野川河川事務
所、本町建設課、企画政策課及び教育委員会の代表者を構成員とする「南部町通学路交通安全確保に向けた連
絡会」において、現場確認を実施しました。構成員である県警のご意見を踏まえて、現時点での設置は困難で
あるとの判断に至った経緯があります。いずれも交通量、交通事故の発生件数を勘案すると、早期の設置は困
難であるとの回答を警察からいただいています。（教育委員会）

質問1
回答

質問2
回答

　6月30日、7月1日に開催しました「住民の声をきく会」での、参加者
皆様からの質問内容は6月「議会だより」で掲載させていただきました。
今号では、回答を含め報告をさせていただきます。
　来年以降も魅力ある、この会を開催したいと思いますので、町民皆様に
はご理解とご協力をお願いいたします。
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青年議会・議会活動日誌

９月

6
7
10
11
12
13
14
18
19
20
25
26

木
金
月
火
水
木
金
火
水
木
火
水

日 曜日 会議･行事

７月

1
3
4
5
11
12
13

19

20
30

日
火
水
木
水
木
金

木

金
月

日 曜日 会議･行事
住民の声をきく会（プラザ西伯）
南部町議会行政調査
南部町議会行政調査
南部町議会行政調査
広報常任委員会
西部議長会正副議長局長研修会
全員協議会
全国森林環境税創設促進議員連盟第25回定期総会・
広報常任委員会
全国森林環境税創設促進議員連盟第25回定期総会
議会改革調査特別委員会

議会運営委員会・全員協議会・定例議会本会議
定例議会本会議
定例議会本会議（一般質問）
定例議会本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
常任委員会・議会改革調査特別委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
議会運営委員会・全員協議会
定例議会本会議

８月

7

8

9

10

20
21
22
23
24
27
28
29

火

水

木

金

月
火
水
木
金
月
火
水

日 曜日 会議･行事
鳥取県町村議会広報研修会
市町村議員研修「3日間コース」地方議員のための
政策法務
市町村議員研修「3日間コース」地方議員のための
政策法務
市町村議員研修「3日間コース」地方議員のための
政策法務
議会運営委員会
西部町村議会研修会
鳥取県町村議長会役員視察
鳥取県町村議長会役員視察
鳥取県町村議長会役員視察
西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議長会行政調査

議会活動日誌
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８月

7

8

9

10

20
21
22
23
24
27
28
29

火

水

木

金

月
火
水
木
金
月
火
水

日 曜日 会議･行事
鳥取県町村議会広報研修会
市町村議員研修「3日間コース」地方議員のための
政策法務
市町村議員研修「3日間コース」地方議員のための
政策法務
市町村議員研修「3日間コース」地方議員のための
政策法務
議会運営委員会
西部町村議会研修会
鳥取県町村議長会役員視察
鳥取県町村議長会役員視察
鳥取県町村議長会役員視察
西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議長会行政調査

南部町の若者、高校生サークル「Ｗith You翼」と
新☆青年団「辺とつくり」から名乗りを上げた14
人が南部町青年議員として、町に政策提言の「一
般質問」を行います。日程は下記の通りですので
町民の皆さん、傍聴にお越しください。

南部町｢青年議会議員｣一般質問
青年議員の決意表明（平成30年10月13日開催）
第１回「議員と青年議員との研修会」より本会議日程／平成31年1月26日㈯　午後1時30分開会

会　　　場／南部町本会議場（法勝寺庁舎3階）
（議会の傍聴について）
南部町青年議会では、公開の原則にもとづき本会議の傍聴をすることが出来ます。傍聴を希望される方は、会議当
日、南部町役場　法勝寺庁舎３階の議会事務局にて受け付けをお願いします。傍聴券を交付いたします。
（傍聴の手続き）
受付で、住所・氏名及び年齢を傍聴人受付簿に記入し、傍聴券をお受取りください。傍聴席は一般席と報道席に分か
れています。一般席の定員は38人とし、車いす使用席の定員は２人となります。希望者が多い場合は議員控室にラ
イブ中継(テレビ)を準備します。なお、当日傍聴できない方には後日、なんぶSANチャンネルでの放映もされます。

「南部町青年議会｣を開催します。
町に政策提言…!!
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委員会構成を紹介します

新委員会構成

新
本会議場の議席配列で構成しています

監 査 委 員

細　田　元　教

秦　　　伊知郎
細　田　元　教
加　藤　　　学
荊　尾　芳　之

秦　 　　伊知郎
真　壁　容　子
細　田　元　教
景　山　　　浩

秦　　伊知郎 細　田　元　教

南部町・伯耆町
清掃施設管理組合議会

南 部 箕 蚊 屋
広域連合議会

西部広域行政
管理組合議会

後期高齢者医療
広域連合議会

【常任委員会（任期2年）】
○予算決算常任委員会（定数 14人）
○総務経済常任委員会（定数   7人）  
○民生教育常任委員会（定数   7人） 
○広 報 常 任 委 員 会（定数   8人） 

【その他委員名簿】

議 長・副 議 長【任期4年】
議会運営委員会（定数 6人）
     　　　　　 【任期2年】

◎ 委員長　○ 副委員長

⑥ 三鴨義文 
よしふみみかも たつみしらかわ ひろのぶながつか たきやまかつみ よしゆきかたらお かとう まなぶ

○議会運営
　総務経済
◎予算決算

⑤ 白川立真 

○民生教育
　予算決算
　広報　　　

④ 長束博信

　議会運営
◎民生教育
　予算決算
　広報

③ 滝山克己

　総務経済
○予算決算
広報　

② 荊尾芳之

　議会運営
　民生教育
　予算決算
◎広報　　

① 加藤　学

総務経済
予算決算
広報　　

総務経済
予算決算

副議長
民生教育
予算決算
広報

民生教育
予算決算

◎議会運営
　民生教育
　予算決算
○広報　

○総務経済
　予算決算
　広報

議会運営
◎総務経済
予算決算

⑫ 亀尾共三
かめおきょうぞう あきおいだ もとのりほそだ かげやま ひろし たかしいたい なかだ しろう

⑪ 井田章雄 ⑩ 細田元教 ⑨ 景山　浩 ⑧ 板井　隆 ⑦ 仲田司朗

いちろうはた ようこまかべ

⑭ 秦伊知郎

議　長
総務経済
予算決算

⑬ 真壁容子

議会運営
民生教育
予算決算

○印は議席番号



　災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
と
、
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年

は
、
災
害
は
何
時
や
っ
て
く

る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
よ

う
に
、
地
震
・
台
風
・
火

災
・
風
水
害
と
災
害
の
頻
度

が
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
防
災
、
減

災
を
日
常
生
活
の
中
で
常
に

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
よ

う
な
今
日
こ
の
頃
だ
と
思
う

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　災
害
時
に
は
、
議
長
は
災

害
対
策
本
部
に
張
り
付
き
ま

す
が
、
他
の
議
員
は
地
域
の

方
と
一
緒
に
防
災
対
応
に
協

力
し
て
、
地
域
住
民
の
安
心

安
全
な
暮
ら
し
に
寄
与
す
る

こ
と
が
議
員
の
使
命
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
仲
田
）

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　仲
田

　司
朗

　副
委
員
長

　
　荊
尾

　芳
之

　委

　員

　
　景
山

　
　浩

　
　
　
　
　
　三
鴨

　義
文

　
　
　
　
　
　白
川

　立
真

　
　
　
　
　
　長
束

　博
信

　
　
　
　
　
　滝
山

　克
己

　
　
　
　
　
　加
藤

　
　学

あ
と
が
き

　
こ
こ
手
間
地
域
は
、
山
林
と
緑
豊
か
な

田
園
が
広
が
り
自
然
と
歴
史
に
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。

　
手
間
要
害
山
は
、
地
域
の
人
か
ら
『
手

間
山
』
と
呼
ば
れ
、
山
頂
に
は
赤
猪
神
社

跡
が
あ
り
、
歴
史
や
文
化
の
発
祥
地
と
し

て
親
し
ま
れ
、
麓
に
は
大
正
９
年
に
寺
内

の
久
清
神
社
と
山
頂
に
あ
っ
た
赤
猪
神
社

を
合
祀
さ
れ
た
大
国
主
命
を
祀
る
再
生
神

話
と
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
霊
験
あ
ら
た
か

な
赤
猪
岩
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
手
間
山
の
『
地
域
の
宝
』
を
活
用

し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
平
成
23
年
か
ら

取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
遊
歩
道
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
草
刈

り
、
倒
木
撤
去
、
雑
木
の
伐
採
な
ど
を

行
っ
て
、
気
軽
に
散
策
で
き
る
よ
う
整
備

し
、
コ
ー
ス
内
に
自
生
し
て
い
る
31
種
類

の
樹
木
に
プ
レ
ー
ト
を
掲
示
し
て
樹
木
の

観
察
が
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
を
し
ま
し

た
。

　
中
間
地
点
に
は
落
ち
葉
を
敷
き
詰
め
、

巣
箱
、
丸
太
椅
子
な
ど
を
設
置
し
、
自
然

体
験
ゾ
ー
ン
を
整
備
し
て
、
枯
葉
の
上
で

寛
ぎ
、
野
鳥
の
鳴
き
声
や
清
々
し
い
風
に

当
た
り
な
が
ら
、
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
て

ゆ
っ
く
り
森
林
浴
が
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
観
察
会
を
活
用
し
て
自
生

す
る
植
物
の
『
手
間
要
害
山
で
見
ら
れ
る

植
物
』
35
種
類
の
写
真
を
掲
載
し
た
冊
子

を
自
然
観
察
員
の
指
導
の
下
で
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
た
な
復
路
コ
ー
ス
を
探
す

た
め
、
草
刈
り
・
枝
打
ち
な
ど
し
な
が

ら
、
谷
合
の
起
伏
の
富
ん
だ
獣
道
を
整
え

て
赤
子
岩
、
清
水
井
ま
で
辿
り
着
き
ま
し

た
が
上
級
者
向
け
の
コ
ー
ス
に
感
じ
ま
し

た
。

　
こ
の
里
山
（
手
間
要
害
山
）
を
更
に
磨

き
上
げ
、
地
域
内
外
の
人
達
と
の
交
流
拠

点
に
な
る
よ
う
継
続
的
に
取
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
『
大
地
に
学
ぶ
』
と
題
し
、
農
作
物
を

栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
『
楽
し
さ
』
『
喜

び
』
『
驚
き
』
『
感
動
』
が
体
験
で
き
る

こ
と
で
す
。

　
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、
畑
作
物
を
栽

培
し
て
近
隣
に
僅
か
で
も
波
及
効
果
を
期

待
し
て
平
成
23
年
に
『
て
ま
山
農
園
』
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
農
業
を
通
じ
て
人
と
人
が
繋
が
る
た

め
、
入
植
者
を
募
り
非
農
家
と
農
家
と
の

交
流
が
生
ま
れ
、
地
域
が
活
性
化
す
る
仕

掛
け
づ
く
り
に
取
組
み
ま
し
た
。

　
地
域
の
農
家
の
協
力
や
多
く
の
方
々
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
農
園
運
営
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
、
南
部
中

学
校
の
ふ
れ
あ
い
デ
ー
で
生
徒
の
み
な
さ

ん
が
参
加
し
た
野
菜
苗
の
植
付
作
業
が
印

象
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
一
緒
に
汗
を
流
し
な
が
ら
活
躍
し
て
い

た
だ
き
、
大
人
と
生
徒
た
ち
と
の
『
ふ
れ

あ
い
』
、
『
会
話
（
お
し
ゃ
べ
り
）
』
は

貴
重
で
し
た
。

　
ま
た
、
さ
く
ら
保
育
園
の
園
児
た
ち
と

は
、
た
ま
ね
ぎ
収
穫
体
験
を
通
し
て
、
作

物
の
育
成
、
食
物
の
大
切
さ
な
ど
を
お
話

し
し
て
、
こ
の
体
験
が
食
育
に
繋
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
農
園
で
収
穫
さ
れ
た
無
農
薬
野
菜

は
、
ふ
れ
あ
い
部
員
が
見
守
り
も
兼
ね
て

各
集
落
の
高
齢
者
世
帯
に
配
布
を
し
て
い

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
は
猪
年
で

す
。
手
間
山
と
赤
猪
岩
神
社
と
コ
ラ
ボ
し

た
新
た
な
事
業
を
企
画
し
て
地
域
内
外
と

の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
大
地
に
学

び
農
作
物
の
生
命
力
に
感
動
す
る
食
育
に

連
動
し
た
事
業
を
推
進
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
あ
い
み
手
間
山
地
域
振
興
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
　
唯
　
仁
司

「里地里山を活用した
　ツーリズムを展開」

あいみ手間山地域振興協議会


